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研究成果の概要（和文）：　本研究では、肥前小城藩の藩主家と藩校に伝わっていた蔵書群である小城鍋島文庫
の典籍を調査し、具体例として当文庫所蔵の『十帖源氏』を輪読・翻字し、分析を加えた。
　主要なる成果物として、2017年5月に『小城鍋島文庫蔵書解題集（試行版）』を刊行し、また2018年3月に笠間
書院より『佐賀大学附属図書館小城鍋島文庫蔵「十帖源氏」立圃自筆書入本　翻刻と解説』を出版した。

研究成果の概要（英文）：  In this research, we have investigated the Ogi Nabeshima collection of 
books owned by the lod's family and its domain school. Furthermore, we have translated and analyzed 
Jujo Genji（十帖源氏）out of this collection as an example.
  As the main results of this research, we have compiled A Trial Version of the Bibliographical 
Notes on the Ogi Nabeshima Collection of Books,by The Ogi Nabeshima Study Group,in May 2017. We also
 successfully published The Transliteration and Commentary of the Jujo Genji that Have Many Notes 
Written in the Author's Own Hand, from Kasamashoin Publisher,Tokyo,in March 2018.

研究分野： 日本近世文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 小城鍋島文庫は、肥前小城藩の藩主鍋島家
と藩校に伝わっていた蔵書群であり、地域に
残された重要な文化財である。 
 当文庫蔵書は、昭和 30 年代に佐賀大学附
属図書館に寄贈され、同 36 年（1961）に島
津忠夫「小城鍋島文庫善本書目解題」（『佐賀
大学文学論集』第 3号、のち『島津忠夫著作
集』第 10 巻所収）によって学界に紹介され
て以来、日本古典文学研究の貴重な資料群と
して高い評価を受けてきた。 
 まず、当文庫蔵書を底本に用いた古典叢書
や翻刻・影印資料として、島津忠夫校『誹諧
旅枕』（西日本国語国文学会翻刻双書第 1 期
第 5冊、1961 年）、城島正祥校注『葉隠』（江
戸史料叢書、人物往来社、1968 年）、洒落本
大成第 6 巻所収「一目千本」（中央公論社、
1979 年）、島津忠夫・麻生朝道解題『小城鍋
島文庫本平家物語』（汲古書院、1982 年）、 鈴
木栄三編『中世なぞなぞ集』（岩波文庫、1985
年）、『異字同体解読字典』（西日本文化協会、
1988 年）、吉田幸一編『雄長老集』下巻所収
「漢和」（近世文芸資料第 25 編、1997 年）な
どが挙げられ、これらの底本に用いられた書
籍はいずれも当文庫固有の資料として注目
を集めた。 
 また、当文庫蔵書に関する研究論文として
は、島津忠夫「夫木和歌抄五句索引のこと」
（『和歌史研究会会報』第2号、1961年6月）、
同「小城鍋島文庫本平家物語をめぐって」
（『佐賀大学文学論集』第 4号、1962 年 9月、
のち改稿して『小城鍋島文庫本平家物語』に
解題として再録）、同「小城鍋島文庫『忠度
集』」（『王朝文学』第 7 号、1962 年 10 月）、
麻生朝道「天草本平家物語〔巻二の二から巻
三まで〕の底本について」（『佐賀大学人文紀
要』第 1号、1965 年 3月、のち『小城鍋島文
庫本平家物語』に再録）など初期のものから、
高木昭英「小城鍋島文庫本『平家物語』雑感」
（『九州龍谷短期大学紀要』第 55 号、2009 年
3月）、沼尻利通「野々口立圃『十帖源氏』の
初版と覆刻」（『雅俗』第 13 号、2014 年 7月）
など比較的に新しいものまで、約 30 本近く
が発表された。 
 このように、当文庫は早い段階から学界の
注目を受け、世紀を跨って積極的に利用され
る一面もあったが、長い間、蔵書の全貌と特
徴が明らかにされておらず、目録も完備して
いなかったため、利活用しにくい状況にあっ
た。 
 
２．研究の目的 
（１）小城鍋島文庫蔵書の現況を明らかにす
る。 
 当文庫の目録としては、1976 年に出版され
た『小城鍋島文庫目録』が、現段階では最も
まとまったものであるが、きわめて簡略なも
のであり、最小限の事項しか記載されていな
いため、いかなる書物が、いかなる状態で現
在当文庫に蔵されているのか、この目録を見

るだけでは把握できない。しかも、分類基準
が必ずしも統一されておらず、同一の内容の
書籍が異なる分野に分類されていたり、書名
に誤りがあったりして、混乱をきたすことも
多々ある。 
 このような状況を改善するため、当文庫蔵
書について悉皆網羅的な書誌調査を行い、現
況を明らかにして、さまざまな研究に資する。 
 
（２）小城鍋島文庫の蔵書形成の過程をでき
るところまで解明する。 
 当文庫は佐賀小城藩の藩主家と藩校が近
世初期から明治初期にかけて蓄積した蔵書
群であり、その形成過程はいうまでもなく歴
代藩主と一族、及び藩士たちの文化的営為と
密接につながっていた。 
 したがって、蔵書形成の過程をある程度解
明できれば、これらの書籍を積極的に蒐集、
利用していた歴代藩主とその周囲の人々の
知的・学問的レベル、及び藩校の教育レベル
と内容について知ることができる。 
 しかもそれは、近世期の地方の大名家と藩
校の蔵書形成の過程を解明する一つのモデ
ル研究にもなりうる。 
 
（３）小城鍋島文庫の特色の一端を明らかに
する。 
 当文庫には幅広い分野のさまざまな内容
と性質の書籍が蔵されている。その中から具
体例を抽出、分析することによって、文庫の
特色の一端を明らかにする。 
 そのことによって、近世大名文化圏の具体
的な様相の解明に資することができ、また大
名家と皇族・公家衆、漢学者、俳諧師、渡来
人など社会各階層の人々との文化的交流に
ついても知ることができる。 
 
３．研究の方法 
（１）文庫蔵書の詳細な書誌調査 
 毎年、夏季休暇または春季休暇を利用して、
2 泊 3 日または 3 泊 4 日の日程で文庫蔵書の
書誌調査を行った。 
 毎回の調査では、研究代表者と分担者がそ
れぞれ 1～2 名の研究協力者（大学院生また
は学部生）とチームを組み、自身の専門領域
を中心に蔵書の書誌調査を担当した。 
 調査項目は、刊・写本の区別、書型、巻・
冊数（存・欠）、題簽、編著者、刊・写年、
見返、序・跋文、目録（目次）、奥書、識語、
書入れ、挿絵、奥付、蔵書印、その他などと
し、可能な限り詳細に小城鍋島文庫蔵書の現
況を記録した。 
 
（２）具体例の分析 
 基本的に毎月 1回、研究会（小城鍋島文庫
研究会例会）を開き、文庫蔵書の具体例とし
て、当文庫の基礎を築いた小城藩二代藩主鍋
島直能（1622～1689）の蔵書印が捺されてい
る『十帖源氏』をテキストにとりあげ、本文
と書入れの輪読と翻字を行うと同時に、該書



が小城鍋島文庫に蔵された背景と意義につ
いても分析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）書誌調査で蓄積したデータをもとに、
『小城鍋島文庫蔵書解題集』（試行版）を作
成・発行した。 
 研究期間内に文庫の蔵書全体を調査する
ことはできなかったが、約 6割の蔵書の調査
を終えた。そして蓄積したデータをもとに、
最終年度に解題集の試行版を作成・発行し、
中古文学会と日本近世文学会の春季大会会
場にて広く頒布した。 
 『小城鍋島文庫蔵書解題集』（試行版）は
小城鍋島文庫蔵書に対する初の解題集の試
みである。作成にあたっては、研究代表者、
研究分担者、連携研究者、研究協力者が、そ
れぞれ調査を担当した書籍について解題を
執筆することを原則とし、執筆においては文
庫固有の書誌情報の記述に重心を置いた。 
 文庫調査の経過報告を兼ねての試行版で
あったため、体裁の不統一、内容の繁簡など
の問題はあったが、専門家たちから概ね好評
を得た。 
 今後、残り 4割の書籍についても書誌調査
を継続し、体裁を整えて解題集の完成と正式
出版を目指す。そのことによって、小城鍋島
文庫蔵書の現況を学界に広く報告し、さまざ
まな研究に資する。 
 
（２）毎月 1回開催した研究会にて輪読と翻
字を重ねた『十帖源氏』を、一書にまとめて
笠間書院より出版した。 
 『十帖源氏』は近世初期の貞門の俳諧師・
野々口立圃（1595～1669）による源氏物語梗
概書である。小城鍋島文庫蔵『十帖源氏』に
は、著者立圃の自筆による奥書が備わってお
り、また夥しい数の註釈的書入れが存する。 
 該書の輪読と翻字を重ねながら、考察と分
析を行った結果、いくつかの新しい事実を突
き止めることができた。 
①『十帖源氏』の版本は、跋文、刊年（万治
四年卯月吉辰）、書肆名（荒木利兵衛）、著
者名（立圃）の有無によって、以下の 4 種
類に分けられる。 

 ○ア無跋無刊記本 
 ○イ跋文と著者名のみが刷られている本 
 ○ウ跋文と刊年、書肆名が刷られている本 
 ○エ跋文と刊年、著者名が刷られている本 
 版行順は○ア→○イ→○ウ→○エであり、本文は
すべて同一版木によって刷られたものとさ
れていたが、実は○イと○ウの間で版木が変わ
ったこと、つまり○ウは○イの覆刻版（被せ彫
り）であることが判明した。 

②『十帖源氏』は承応三年（1654）に成立し、
万治四年（1661）に刊行されたというのが、
定説であるが、実は慶安年間に成立、刊行
されたことが、小城鍋島文庫本の書入れに
よって判明した。 

③小城鍋島文庫本に存する墨筆の夥しい書

入れは、奥書と同じく著者立圃の自筆によ
るものであり、当文庫には該書以外にも立
圃の自筆本が蔵されているので、小城藩二
代藩主鍋島直能と俳諧師立圃の交流が推測
される。 

④早稲田大学九曜文庫と国立国会図書館の
『十帖源氏』にも、小城鍋島文庫本とよく
似た書入れが存し、両書がいずれも立圃一
門の旧蔵書であったと判断されることから、
『十帖源氏』はけっして従来よくいわれて
いるように、立圃が古典の源氏物語を当時
の婦女子にもわかりやすく俗訳・要約して
広く普及させるために執筆したものではな
く、まずは門人の教育に用いるために作っ
たものと見るべきである。 

 
（３）展示会「地域の文化財群としての小城
鍋島文庫蔵書」とシンポジウム「肥前鍋島家
の文雅」を佐賀大学地域学歴史文化研究セン
ターと共催し、本研究の成果の一部を地域住
民に広く報告した。 
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